
一

「
盆
池
」
詩
の
変
容

「
盆
池
」
詩
の
変
容

―
―
中
唐
・
韓
愈
か
ら
元
・
劉
因
ま
で

 

水  

津  

有  

理

は
じ
め
に

　「
盆
池
」
と
は
文
字
通
り
、
陶
製
ま
た
は
石
製
の
盆
を
庭
に
埋
め
て
、
極
く
小
さ
な
池
に
設
え
た
も
の
。
そ
の
中
に
荷
花
や
菰
な
ど
の

水
草
を
配
し
、
あ
る
い
は
小
さ
な
魚
を
養
い
、
わ
ず
か
な
沙
洲
に
広
々
と
し
た
地
へ
の
連
な
り
を
表
現
し
、
苔
む
し
た
拳
大
の
石
を
翠
の

峰
と
見
立
て
た
も
の
で
あ
る

（
1
）

。
つ
と
に
指
摘
の
あ
る
よ
う
に
、
六
朝
貴
族
が
遊
び
、
ま
た
隠
逸
の
思
い
を
託
し
た
大
規
模
な
荘
園
や
広
大

な
山
水
に
代
わ
っ
て
、
士
人
の
あ
い
だ
で
小
規
模
な
庭
園
や
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
池
沼
が
愛
好
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
九
世
紀
初
頭
以

降
、
中
唐
の
頃
に
始
ま
る
。
ま
た
、
そ
う
し
た
現
象
の
背
景
と
し
て
、
一
見
狭
小
と
み
え
る
空
間
に
実
は
外
界
の
天
地
が
内
包
さ
れ
て
あ

る
と
す
る
「
壺
中
天
」
の
思
考
が
あ
る
と
い
う

（
2
）

。
私
的
な
庭
園
に
お
け
る
小
規
模
の
池
沼
を
詩
に
詠
ん
だ
も
の
と
し
て
は
、
白
居
易
に
よ

る
一
連
の
「
小
池
」
詩

（
3
）

が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
中
唐
・
韓
愈
に
始
ま
る
「
盆
池
」
詩
も
ま
た
、
そ
う
し
た
流
れ
の
中
に
あ
ら
わ
れ
た

作
品
群
の
一
つ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
本
稿
で
は
、
韓
愈
か
ら
北
宋
・
南
宋
を
経
て
、
元
・
劉
因
に
い
た
る
「
盆
池
」
詩
の

系
譜
を
た
ど
り
、
盆
池
の
世
界
が
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
き
た
か
に
つ
い
て
、
閉
じ
た
人
工
の
世
界
と
外
な
る
自
然
界
、
詩
人
と
盆
池
の
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関
係
性
な
ど
の
点
か
ら
、
そ
の
変
遷
を
考
察
し
て
み
た
い
と
思
う
。

一
　「
盆
池
」
誕
生
―
―
韓
愈
の
「
盆
池
」
五
首

　「
盆
池
」
詩
の
系
譜
は
、
銭
徽
に
よ
る
「
小
庭
の
水
植 

率
爾
と
し
て
詩
を
成
す
（
小
庭
水
植
率
爾
成
詩
）
」
と
、
こ
れ
に
唱
和
し
た
韓

愈
「
銭
七
兄
曹
長
（
＝
銭
徽
）
の
盆
池
に
植
う
る
所
に
和
し
奉
る
（
奉
和
錢
七
兄
曹
長
盆
池
所
植
）
」、
王
建
「
銭
舎
人
の
水
植
詩
に
和
す
（
和

錢
舍
人
水
植
詩
」
）
」、
及
び
韓
愈
に
よ
る
組
詩
「
盆
池
」
五
首
に
始
ま
る
。
前
者
は
元
和
八
、九
年
頃
の
作
、
ま
た
後
者
の
「
盆
池
」
五
首
は
、

元
和
十
年
（
八
一
五
）、
長
安
で
の
作
と
さ
れ
る

（
4
）

。
こ
の
年
、
韓
愈
は
四
十
八
歳
。
前
年
に
史
館
修
撰
の
ま
ま
考
功
郎
に
任
じ
ら
れ
、
継

い
で
知
制
誥
と
な
っ
た

（
5
）

。
次
に
挙
げ
る
の
は
組
詩
の
序
に
相
当
す
る
其
一
で
あ
る

（
6
）

。

老
翁
真
個
似
童
兒
　
汲
水
埋
盆
作
小
池
　
　
老
翁 

真
個
に
童
児
に
似
た
り
、
水
を
汲
み
盆
を
埋
め
て
小
池
を
作
る

一
夜
青
蛙
鳴
到
曉
　
恰
如
方
口
釣
魚
時
　
　
一
夜 

青
蛙
鳴
き
て
暁
に
到
る
は
、
恰
も 

方
口 

魚
を
釣
る
時
の
如
し

　
老
翁
は
ほ
ん
と
う
に
子
供
の
よ
う
、
水
を
汲
み
盆
を
埋
め
て
小
さ
な
池
を
作
る
遊
び
に
興
じ
て
い
る
。
そ
の
盆
池
で
夜
が
明
け
る
ま
で

鳴
き
続
け
る
蛙
の
声
を
聞
い
て
い
る
と
、
い
つ
だ
っ
た
か
、
河
南
・
方
口
の
川
の
ほ
と
り
で
夜
釣
り
し
た
日
を
思
い
出
す
。

自
ら
を
天
真
爛
漫
な
童
児
に
擬
し
た
冒
頭
の
二
句
は
、
そ
の
後
の
歴
代
の
「
盆
池
」
詩
の
な
か
に
繰
り
返
し
用
い
ら
れ
る
表
現
。「
方
口
」

は
現
在
の
河
南
省
済
源
県
の
川
の
名
。
河
南
尹
時
代
の
韓
愈
が
し
ば
し
ば
遊
ん
だ
場
所
と
い
う

（
7
）

。

　
続
く
三
首
は
、
水
生
植
物
の
生
長
、
水
面
を
行
く
虫
た
ち
と
魚
群
の
攻
防
、
水
辺
を
求
め
て
や
っ
て
く
る
蛙
な
ど
、
小
さ
な
盆
池
に
展

開
す
る
生
き
物
の
す
が
た
を
畳
み
掛
け
る
よ
う
に
描
く
。
其
二
で
は
「
道
う
莫
か
れ 

盆
池 

作
り
て
も
成
ら
ず
と
、
藕
梢 

初
め
て
種
え

て
已
に
斉
し
く
生
ず
。
今
よ
り
雨
有
ら
ば 

君 

須
ら
く
記
す
べ
し
、
来
た
り
て
聴
け 

蕭
蕭 

葉
を
打
つ
声
を
（
莫
道
盆
池
作
不
成
、
藕
梢

初
種
已
齊
生
。
從
今
有
雨
君
須
記
、
來
聽
蕭
蕭
打
葉
聲
）
」
と
蓮
を
詠
み
、
眼
前
の
小
さ
な
蓮
葉
か
ら
、
そ
れ
が
や
が
て
大
き
く
育
ち
雨

粒
を
受
け
て
音
を
響
か
せ
る
さ
ま
に
思
い
を
は
せ
る
。
詩
人
の
創
造
の
な
か
で
瞬
く
間
に
変
貌
す
る
蓮
の
す
が
た
は
、
あ
た
か
も
植
物
の

生
長
を
記
録
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
・
フ
ィ
ル
ム
を
早
回
し
で
見
せ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
鮮
や
か
で
あ
る
。
其
三
に
は
「
瓦
沼
の
晨
朝 



三

「
盆
池
」
詩
の
変
容

水
自
ら
清
し
、
小
虫
無
数 

名
を
知
ら
ず
。
忽
然
分
散
し
て
蹤
影
無
く
、
惟
だ
魚
児
の
隊
を
作
し
て
行
く
有
り
（
瓦
沼
晨
朝
水
自
清
、
小

蟲
無
數
不
知
名
。
忽
然
分
散
無
蹤
影
、
惟
有
魚
兒
作
隊
行
）
」
と
小
さ
な
虫
た
ち
と
魚
の
攻
防
を
描
く
。
水
面
を
行
く
無
数
の
虫
が
忽
然

と
散
っ
て
跡
形
も
な
く
消
え
た
と
思
っ
た
ら
、
目
の
前
を
小
さ
な
魚
た
ち
が
悠
然
と
泳
ぎ
去
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
其
四
は
蛙

の
再
登
場
で
あ
る
。「
泥
盆 

浅
小
な
れ
ば 

詎
ぞ
池
と
成
ら
ん
、
夜
半 

青
蛙 

聖
に
し
て
知
る
を
得
た
り
。
一
に
聴ゆ

る

す 

暗
か
に
来
た
り
伴
侶

を
将
い
る
を
、
鳴
喚
し
て
雄
雌
を
闘
わ
す
を
煩
わ
さ
ず
（
泥
盆
淺
小
詎
成
池
、
夜
半
青
蛙
聖
得
知
。
一
聽
暗
來
將
伴
侶
、
不
煩
鳴
喚
鬬
雄

雌
）
」
―
―
浅
く
小
さ
な
泥
の
盆
で
は
あ
る
が
、
夜
半
に
な
れ
ば
そ
こ
に
水
辺
が
出
来
つ
つ
あ
る
と
悟
っ
た
蛙
た
ち
が
や
っ
て
来
る
。
蛙

た
ち
よ
、
こ
っ
そ
り
伴
侶
を
連
れ
て
く
る
の
は
構
わ
ぬ
が
、
ケ
ロ
ケ
ロ
と
鳴
き
騒
い
で
求
愛
合
戦
を
す
る
に
は
及
ば
な
い

（
8
）

。
こ
の
よ
う
に
、

小
さ
な
世
界
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
さ
さ
や
か
な
ド
ラ
マ
が
鮮
や
か
に
切
り
取
ら
れ
た
後
、
詩
は
い
き
な
り
、
大
き
な
広
が
り
を
も
っ
た
静

謐
な
世
界
を
描
く
。
其
五
で
あ
る
。

池
光
天
影
共
青
青
　
拍
岸
纔
添
水
數
缾
　
　
池
光 

天
影 

共
に
青
青
、
岸
を
拍
つ
は
纔
か
に
添
う
水
数
瓶

且
待
夜
深
明
月
去
　
試
看
涵
泳
幾
多
星
　
　
且
く
夜
深
く
明
月
の
去
る
を
待
ち
、
試
み
に
看
ん 

幾
多
の
星
の
涵
泳
す
る
を

　
水
の
輝
き
、
水
に
映
る
天
の
影
は
や
が
て
一
つ
の
青
と
な
っ
た
。
た
っ
た
数
瓶
の
水
を
加
え
る
だ
け
で
、
な
み
な
み
と
満
ち
て
岸
を
打

つ
波
。
こ
こ
で
し
ば
ら
く
明
月
が
去
る
の
を
待
っ
て
、
ど
れ
だ
け
の
星
が
水
に
涵
る
か
を
み
て
み
よ
う
―
―
水
と
天
が
一
つ
に
な
り
、
岸

を
打
つ
水
と
月
の
光
が
と
も
に
豊
か
に
満
ち
る
な
か
、
詩
人
が
心
に
描
い
た
の
は
、
や
が
て
月
が
去
り
、
夜
明
け
が
迫
る
と
き
、
静
か
な

水
面
を
泳
ぐ
数
多
の
星
で
あ
っ
た
の
だ
。

　
こ
の
組
詩
、
こ
と
に
中
間
三
首
に
お
け
る
盆
池
は
あ
た
か
も
自
律
し
た
生
態
系
の
よ
う
に
描
か
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
大
自
然
が
仮
託
さ

れ
て
い
る
と
読
む
こ
と
も
で
き
よ
う
が
、
私
に
は
む
し
ろ
、
小
さ
な
も
の
た
ち
の
密
や
か
な
営
み
を
仔
細
に
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
間

の
意
識
の
及
ば
ぬ
と
こ
ろ
、
普
段
は
目
に
も
心
に
も
留
め
な
い
場
所
で
展
開
さ
れ
る
世
界
の
真
相
の
よ
う
な
も
の
に
目
を
開
か
れ
た
詩
人

の
「
セ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ワ
ン
ダ
ー
」
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
其
二
で
、
詩
人
が
眼
前
の
小
さ
な
蓮
葉
の
す
が
た
に
や
が

て
大
き
く
成
長
し
た
葉
に
打
ち
つ
け
る
雨
音
の
響
き
を
聴
く
の
も
、
ま
た
其
五
で
、
水
と
月
光
が
と
も
に
溢
れ
ん
ば
か
り
に
満
ち
る
世
界
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に
、
月
が
去
り
、
生
き
物
の
に
ぎ
わ
い
も
去
っ
た
後
の
静
か
な
水
面
を
夢
想
し
、
水
底
に
揺
れ
る
暁
の
星
を
数
え
て
い
る
の
も
、
対
象
世

界
に
対
す
る
驚
き
、
感
興
の
一
つ
の
現
れ
で
あ
り
、
そ
の
産
物
と
し
て
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
発
動
し
た
も
の
と
感
じ
ら
れ
る
か
ら
だ
。

其
四
に
用
い
ら
れ
る
「
聖
に
し
て
知
る
を
得
た
り
」
の
語
は
こ
の
後
、
宋
人
が
好
ん
で
用
い
る
語
と
な
る
が

（
9
）

、
た
と
え
ば
北
宋
・
黄
庭
堅

「
中
玉
の
早
梅
に
次
韻
す 

二
首
（
次
韻
中
玉
早
梅
二
首
）
」
其
二
（
『
山
谷
内
集
詩
注
』
巻
一
五
）
の
「
寒
香
を
折
り
得
た
る
も
機
を
露
さ
ず
、

小
窓 

斜
日 
両
三
枝
。
羅
帷 

翠
幕 

深
く
調
護
せ
し
も
、
已
に
遊
蜂
の
聖
に
し
て
知
る
を
得
る
を
被
れ
り
（
折
得
寒
香
不
露
機
、
小
窗
斜

日
兩
三
枝
。
羅
帷
翠
幕
深
調
護
、
已
被
遊
蜂
聖
得
知)

」、
南
宋
・
陸
游
「
鳴
禽
」（
『
剣
南
詩
稿
』
巻
四
四
）
の
「
新
晴 

池
館 

春
の
来
た

る
こ
と
早
し
、
簾
外
の
鳴
禽 

聖
に
し
て
知
る
を
得
た
り
（
新
晴
池
館
春
來
早
、
簾
外
鳴
禽
聖
得
知
）
」
な
ど
の
用
例
を
み
る
と
、
人
の
窺

い
知
れ
ぬ
と
こ
ろ
で
起
き
て
い
る
些
細
な
、
し
か
し
着
実
な
世
界
の
変
化
を
、
人
な
ら
ぬ
小
さ
な
存
在
が
察
知
し
て
い
る
と
い
う
意
で
用

い
ら
れ
て
お
り
、
あ
る
意
味
、
中
間
三
首
の
世
界
観
を
象
徴
す
る
語
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
結
び
の
一
首
に
類
似
す
る
表
現
は
、
た
と

え
ば
白
居
易
の
「
最
愛
曉
瞑
時
、
一
片
秋
天
碧
」（
「
官
舍
內
新
鑿
小
池
」、『
全
唐
詩
』
巻
四
三
〇
）、
王
建
の
「
朝
早
獨
來
看
、
冷
星
沈
碧
曉
」

（
前
掲
「
和
銭
舍
人
水
植
詩
」
）
な
ど
同
時
代
の
詩
人
の
作
中
に
も
み
ら
れ
る
も
の
だ
が
、
韓
愈
の
こ
の
組
詩
に
お
い
て
は
、
小
さ
な
世

界
の
営
み
を
接
写
し
た
中
間
三
首
の
存
在
に
よ
っ
て
、
単
な
る
水
に
映
っ
た
天
の
す
が
た
以
上
の
も
の
、
時
間
の
運
行
や
生
命
の
営
み
、

そ
の
循
環
な
ど
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
と
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
小
さ
く
切
り
取
ら
れ
た
人
工
の
池
は
、
よ
り
大
き
な
世
界
の
有
機
的
な
一

部
分
に
変
貌
し
、
一
見
取
る
に
足
ら
な
い
小
さ
な
空
間
に
、
時
間
的
に
も
空
間
的
に
も
広
が
り
と
奥
行
き
を
も
っ
た
一
つ
の
世
界
が
誕
生

し
た
―
―
天
真
爛
漫
な
子
供
に
自
ら
を
擬
し
た
詩
人
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
た
―
―
の
で
あ
る
。

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
韓
愈
の
「
盆
池
」
五
首
の
其
五
が
描
き
出
す
大
き
な
世
界
を
支
え
て
い
る
の
は
、
中
間
三
首
の
存
在
で
あ
る

の
だ
が
、
こ
れ
以
後
の
唐
代
の
「
盆
池
」
詩
は
、
主
に
「
小
さ
な
水
が
天
を
映
す
」
と
い
う
一
点
に
拠
っ
て
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

た
と
え
ば
杜
牧
「
盆
池
」（
『
全
唐
詩
』
巻
五
二
三
）
は
盆
池
に
天
が
映
る
す
が
た
を
「
一
片
の
天
を
偸
む
」
と
表
現
し
、
鏡
の
よ
う
な
水

面
に
雲
が
湧
き
、
足
元
に
月
が
沈
む
と
詠
ん
だ
（
「
蒼
苔
の
地
を
鑿
破
し
て
、
他
の
一
片
の
天
を
偷
む
。
白
雲 

鏡
裏
に
生
じ
、
明
月 

階
前

に
落
つ
（
鑿
破
蒼
苔
地
、
偷
他
一
片
天
。
白
雲
生
鏡
裏
、
明
月
落
階
前
）
」
）。
ま
た
詩
僧
・
斉
己
の
「
盆
池
の
白
蓮
を
観
る(

觀
盆
池
白
蓮)

」（
同
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巻
八
四
七
）
は
水
に
映
っ
た
天
に
更
に
重
な
る
白
蓮
の
倒
影
を
「
き
っ
と
花
は
思
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
、
清
ら
か
な
秋
水
の
底
に
、
天

に
帰
っ
た
連
れ
合
い
が
い
る
の
だ
と
」（
「
応
に
思
う
べ
し 

瀲
灩
た
る
秋
池
の
底
、
更
に
帰
天
の
伴
侶
の
来
る
有
る
を
（
…
應
思
瀲
灩
秋
池

底
、
更
有
歸
天
伴
侶
來
）
」
）
と
詠
ん
で
い
る

）
10
（

。
ま
た
浩
虚
舟
の
「
盆
池
賦
」（
『
全
唐
文
』
巻
六
二
四
）
に
も
「
雲
鳥 

低
く
臨
め
ば
、
鏡

鸞
の
縹
緲
た
る
と
悞(

＝
誤)

ち
、
庭
槐 

俯
映
し
て
月
桂
の
扶
疏
た
る
か
と
迷
う
（
雲
鳥
低
臨
、
悞
鏡
鸞
之
縹
緲
。
庭
槐
俯
映
、
迷
月
桂
之

扶
疏
）
」
と
の
表
現
が
み
ら
れ
る
。
杜
牧
・
斉
己
の
二
作
品
は
い
ず
れ
も
「
大
き
な
天
を
映
す
小
さ
な
水
」
と
い
う
発
想
を
踏
襲
し
て
は

い
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
広
が
り
や
奥
行
き
の
あ
る
世
界
を
表
現
し
え
た
と
い
う
よ
り
は
、
浩
虚
舟
の
賦
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
水
の
も

つ
鏡
の
作
用
（
あ
る
い
は
そ
の
作
用
の
結
果
と
し
て
の
水
中
の
倒
影
）
に
着
目
し
て
機
智
を
み
せ
た
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

二
　「
戸
庭 

窄
し
と
云
う
と
雖
も
、
江
海
の
趣 

已
に
深
し
」
―
―
北
宋
の
「
盆
池
」
詩

北
宋
の
「
盆
池
」
詩
は
、
劉
敞
（
字
・
原
甫
）
の
「
新
た
に
盆
池
を
置
き
、
蓮
荷
・
菖
蒲
を
種
え
小
魚
数
十
頭
を
養
う
。
終
日
之
を
玩

び
て
甚
だ
愛
す
可
く
、
偶
た
ま
五
言
詩
を
作
る
（
新
置
盆
池
種
蓮
荷
菖
蒲
養
小
魚
數
十
頭
終
日
玩
之
甚
可
愛
偶
作
五
言
詩
）
」（
『
公
是
集
』

巻
六
）
に
梅
堯
臣
と
韓
維
と
が
応
え
た
唱
和
詩
に
は
じ
ま
る

）
11
（

。「
芳
を
采
る
も 

未
だ
手
に
盈
た
ず
、
潤
を
積
む
も 

尋
に
満
た
ず
。
游
魚 

亦
た
何
ぞ
楽
し
き
、
幽
客 

此
の
心
を
同
じ
く
す
（
采
芳
未
盈
手
、
積
潤
不
滿
尋
。
游
魚
亦
何
樂
、
幽
客
同
此
心
）
」
と
取
る
に
足
ら
な
い

盆
池
の
小
さ
さ
に
言
及
し
つ
つ
、
そ
の
小
さ
な
世
界
を
の
び
の
び
泳
ぐ
魚
―
―
恐
ら
く
は
『
荘
子
』
秋
水
篇
の
「
鯈
魚
」
を
踏
ま
え
た
表

現
―
―
の
な
か
に
、
自
ら
の
分
を
全
う
し
て
生
き
る
こ
と
の
喜
び
を
重
ね
る
劉
敞
は
、「
鵬 

翻
り
て 

滄
海
を
蕩
か
し
、
龍 

起
ち
て 

山
林

を
焚
く
。
体
を
妨
げ
れ
ば
反
っ
て
累
す
る
こ
と
多
し
、
豈
に
若
か
ん 
蹄
涔
に
終
う
る
に
（
鵬
翻
蕩
滄
海
、
龍
起
焚
山
林
。
體
妨
反
多
累
、

豈
若
終
蹄
涔
）
」
と
結
び
、
本
性
に
背
い
て
害
を
な
す
よ
り
も
む
し
ろ
分
相
応
の
小
さ
な
世
界
（
＝
蹄
涔
、
牛
馬
の
蹄
の
跡
に
で
き
た
水

溜
り
）
に
安
ん
じ
た
ほ
う
が
よ
い
と
述
べ
る
。
こ
れ
に
唱
和
し
た
梅
堯
臣
の
詩
「
韻
に
依
り
て
原
甫
が
「
新
た
に
盆
池
を
置
き
蓮
花
菖
蒲

を
種
え
小
魚
数
十
頭
を
養
う
」
の
什
に
和
す
（
依
韻
和
原
甫
新
置
盆
池
種
蓮
花
菖
蒲
養
小
魚
數
十
頭
之
什
）
」（
『
梅
堯
臣
編
年
校
注
』
巻

二
三
）
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
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瓦
盆
貯
斗
斛
　
何
必
問
尺
尋
　
　
瓦
盆 

斗
斛
を
貯
う
、
何
ぞ
必
ず
し
も
尺
尋
を
問
わ
ん

菖
蒲
未
見
花
　
蓮
子
未
見
心
　
　
菖
蒲 

未
だ
花
を
見
ず
、
蓮
子 

未
だ
心
を
見
ず

小
鮮
不
足
烹
　
安
用
芎
餌
沉
　
　
小
鮮 

烹
る
に
足
ら
ず
、
安
く
ん
ぞ
芎
餌
を
沈
め
る
を
用
い
ん

戶
庭
雖
云
窄
　
江
海
趣
已
深
　
　
戸
庭 

窄
し
と
云
う
と
雖
も
、
江
海
の
趣 

已
に
深
し

襲
香
而
玩
芳
　
嘉
賓
會
如
林
　
　
香
を
襲
ね
て
芳
を
玩
び
、
嘉
賓 

会
す
る
こ
と
林
の
如
し

寧
思
千
里
游
　
鳴
櫓
上
清
涔
　
　
寧
ぞ
千
里
の
游
を
思
わ
ん
や
、
櫓
を
鳴
ら
し
て 

清
涔
に
上
ら
ん

小
さ
な
瓦
盆
の
池
。
菖
蒲
は
花
を
つ
け
ず
、
蓮
に
実
は
な
く
、
魚
は
わ
ざ
わ
ざ
釣
り
糸
を
垂
れ
る
ほ
ど
の
価
値
も
な
い
小
さ
さ
―
―
一

詩
は
ま
ず
は
そ
れ
が
い
か
に
取
る
に
足
ら
な
い
も
の
か
を
述
べ
て
始
ま
る
。
そ
の
の
ち
、
そ
の
取
る
に
足
ら
な
い
、
一
見
狭
小
と
み
え
る

世
界
の
な
か
に
、
実
は
美
女
や
賓
客
が
集
う
大
き
な
世
界
が
あ
る
の
だ
、
千
里
の
彼
方
ま
で
行
か
な
く
て
も
、
目
の
前
に
あ
る
こ
の
清
ら

か
な
水
溜
り
（
＝
清
涔
）
に
舟
を
漕
ぎ
出
そ
う
じ
ゃ
な
い
か
、
と
ユ
ー
モ
ア
を
も
っ
て
呼
び
か
け
る
。
梅
堯
臣
が
「
戸
庭 

窄
し
と
云
う

と
雖
も
、
江
海 

趣 

已
に
深
し
」
と
述
べ
た
の
と
同
じ
く
、
韓
維
も
ま
た
「
原
甫
が
「
盆
池
に
蒲
蓮
を
種
え
て
小
魚
を
蓄
う
」
に
和
す
（
和

原
甫
盆
池
種
蒲
蓮
畜
小
魚
）
」（
『
南
陽
集
』
巻
四
）
に
お
い
て
、
盆
池
の
「
一
斛
の
水
」
に
「
万
里
の
心
」
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
詠

ん
だ
（
「
江
湖 

豈
に
壮
に
非
ざ
ら
ん
、
浩
蕩
と
し
て
尋
ぬ
可
か
ら
ず
。
安
く
ん
ぞ
知
ら
ん 

一
斛
の
水
、
坐
し
て 

万
里
の
心
を
得
る
を
（
江

湖
豈
非
壮
、
浩
蕩
不
可
尋
。
安
知
一
斛
水
、
坐
得
万
里
心
）
」。
劉
敞
が
盆
池
と
そ
こ
に
泳
ぐ
魚
に
み
た
も
の
は
、
小
さ
な
世
界
を
小
さ

な
世
界
と
し
て
肯
定
し
、
そ
の
中
に
安
ん
ず
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
梅
堯
臣
は
小
さ
な
世
界
に
大
き
な
世
界
の
「
趣
」
を
見
出
す
こ
と
に

よ
り
、
韓
維
は
小
さ
な
水
に
大
き
な
世
界
の
「
心
」
を
悟
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
小
さ
さ
を
大
き
さ
に
反
転
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
庭
の
窪
み
に
盆
を
埋
め
て
作
ら
れ
た
極
小
の
池
が
、
ご
く
小
さ
な
場
所
、
閉
じ
ら
れ
た
空
間
な
が
ら
、
よ
り
大
き
な
外
界
の
天
地
と
つ

な
が
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
発
想
は
、
当
初
は
そ
の
池
に
植
え
ら
れ
た
植
物
が
自
然
界
か
ら
移
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
盆
に
盛

ら
れ
た
水
が
野
の
泉
か
ら
汲
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
と
述
べ
る
こ
と
で
保
た
れ
て
い
た
。
前
段
冒
頭
に
触
れ
た
銭
徽
・
韓
愈
ら
の
唱
和
詩
の

中
で
銭
徽
が
「
泓
然
た
り 

一
缶
の
水
、
下 

拗
堂
と
接
す
。
青
菰 

八
九
の
枝
、
円
荷 
四
五
の
葉
（
泓
然
一
缶
水
、
下
與
拗
堂
接
。
青
菰



七

「
盆
池
」
詩
の
変
容

八
九
枝
、
圓
荷
四
五
葉
）
」
と
詠
っ
た
の
に
対
し
、
韓
愈
が
「
翻
翻
た
り 

江
浦
の
荷
、
而
し
て
今 

生
じ
て
此
に
在
り
。
擢
擢
た
り 

菰
葉

の
長
き
、
芳
根 

復
た
誰
か
徙
す
（
翻
翻
江
浦
荷
、
翻
翻
江
浦
荷
。
擢
擢
菰
葉
長
、
擢
擢
菰
葉
長
）
」
と
返
し
、
王
建
が
「
盆
裏 

野
泉
を

盛
る
（
盆
裏
盛
野
泉
）
」
と
述
べ
た
の
が
そ
れ
に
当
た
る
。
ま
た
先
に
も
論
じ
た
通
り
、
韓
愈
の
盆
池
は
「
天
を
映
す
」
こ
と
で
小
さ
な

世
界
に
広
が
り
と
奥
行
き
を
獲
得
し
た
。
こ
こ
で
は
一
歩
進
ん
で
、
盆
池
の
な
か
に
外
界
の
天
地
の
「
趣
」
や
「
心
」（
本
質
、
エ
ッ
セ

ン
ス
）
が
備
わ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
閉
じ
た
小
さ
な
世
界
は
、
大
き
く
広
が
る
外
界
の
天
地
と
つ
な
が
り
、
そ
こ
に
遊
ぶ
こ
と
は

「
千
里
の
游
」
に
も
等
し
い
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
盆
池
の
小
さ
な
世
界
と
外
界
の
天
地
と
の
こ
の
よ
う
な
関
係
性
は
、
北
宋
の
「
盆
池
」

詩
に
多
く
み
ら
れ
る
も
の
で
、
た
と
え
ば
王
安
石
「
壬
子
偶
題
」（
『
王
荊
文
公
詩
箋
注
』
巻
四
四
）
が
ま
ど
ろ
み
の
な
か
、
盆
池
の
水

草
を
打
つ
雨
の
音
に
江
湖
を
行
く
船
の
櫓
の
声
を
聞
き
（
「
黄
塵
投
老
倦
匆
匆
、
故
遶
盆
池
種
水
紅
。
落
日
欹
眠
何
所
憶
、
江
湖
秋
夢
櫓

声
中
」)

、
秦
観
「
盆
池
釣
翁
」（
『
淮
海
集
後
集
』
巻
四
）
で
、
詩
人
が
盆
池
の
釣
翁
像
に
、
官
を
辞
し
て
小
舟
で
五
湖
に
漕
ぎ
出
し
た

范
蠡
を
憶
う
（
「
誰
刻
仙
材
作
釣
翁
、
尺
池
終
日
釣
微
風
。
令
人
却
憶
鴟
夷
子
、
散
髮
五
湖
狂
醉
中
」)

の
も
ま
た
、
同
様
の
趣
旨
と
い
え

る
だ
ろ
う
。

文
学
の
う
え
で
梅
堯
臣
の
盟
友
を
自
負
し
た
欧
陽
脩
に
も
ま
た
、
三
十
句
か
ら
な
る
七
言
歌
行
の
「
盆
池
」（
『
欧
陽
文
忠
公
集
』
巻
八
）

が
あ
る

）
12
（

。「
西
江
の
水 

何
ぞ
悠
な
る
哉
、
灨
石
を
経
歴
し
て
険
に
し
て
か
つ
回
る
。
余
波 

拗
怒
し
て
猶
お
涵
澹
、
奔
濤 

撃
浪
し
て
常
に

喧
豗
（
西
江
之
水
何
悠
哉
、
經
歷
灨
石
險
且
回
。
餘
波
拗
怒
猶
涵
澹
、
奔
濤
擊
浪
常
喧
豗
）
」
と
、
勇
壮
に
、
そ
し
て
詩
題
か
ら
す
る
と

い
さ
さ
か
唐
突
に
詠
い
出
さ
れ
る
こ
の
作
品
は
、
嘉
祐
四
年
（
一
〇
五
九
）、
作
者
が
都
で
翰
林
学
士
の
地
位
に
あ
っ
た
頃
の
作
。
先
に

挙
げ
た
四
句
は
、
屋
敷
の
庭
に
あ
っ
た
盆
池
か
ら
、
ふ
る
さ
と
の
雄
大
な
山
河
―
―
贛
江
と
彭
蠡
湖
、
と
も
に
現
在
の
江
西
省
に
あ
る
―

―
を
想
像
し
た
も
の
で
あ
る
。
中
盤
、
自
然
の
水
の
も
つ
巨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
水
を
分
け
天
を
翔
る
龍
と
し
て
描
か
れ
、
千
変
万
化

し
、
人
命
や
世
界
の
安
寧
す
ら
一
顧
だ
に
し
な
い
力
を
揮
う
も
の
と
表
現
さ
れ
る
（
「
忽
然
と
遠
く
千
丈
を
引
き
て
去
り
、
百
里
の
水
面 

中
分
し
て
開
く
。
蹤
を
収
め
跡
を
滅
し
て
処
を
知
る
莫
し
、
但
だ
雨
雹
の
風
雷
に
随
う
有
る
の
み
。
千
奇
万
変 

聊
か
一
戯
し
、
豈
に
溺

死
す
る
を
顧
み
て
哀
し
む
べ
き
と
為
さ
ん
や
。
人
の
命
を
軽
ん
ず
る
こ
と 

螻
蟻
の
若
し
、
山
嶽
の
将
に
傾
頽
せ
ん
と
す
に
止
ま
ら
ず
（
忽
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然
遠
引
千
丈
去
、
百
里
水
面
中
分
開
。
收
蹤
滅
跡
莫
知
處
、
但
有
雨
雹
隨
風
雷
。
千
奇
萬
變
聊
一
戲
、
豈
顧
溺
死
為
可
哀
。
輕
人
之
命
若

螻
蟻
、
不
止
山
嶽
將
傾
頽
）
」
）。「
盆
池
」
詩
の
系
譜
の
な
か
で
は
破
格
の
力
強
さ
を
も
つ
こ
の
作
品
は
、
そ
れ
で
も
、
小
さ
な
盆
池
か
ら

外
界
の
天
地
を
思
う
と
い
う
点
で
共
通
す
る
が
、
詩
の
最
終
盤
、
作
者
が
政
治
的
地
位
に
縛
ら
れ
た
自
己
の
在
り
方
を
、
庭
の
片
隅
に
置

か
れ
た
狭
小
の
盆
池
に
仮
託
し
、
ま
た
そ
こ
に
逼
塞
す
る
魚
を
憐
ん
で
盆
池
を
否
定
す
る
点
で
異
色
で
あ
る
（
「
陶
盆
の
斗
水 

仍
お
下
に

漏
れ
、
四
岸 
久
し
く
雨
ふ
り
て 

莓
苔
生
ず
。
遊
魚 

撥
撥
た
る
も
寸
に
盈
た
ず
、
泥
に
潜
り
日
に
炙
ら
れ
て 

鰓
の
暴
く
を
愁
う
。
魚 

誠

に
幸
な
ら
ず 

此
の
跼
促
、
我 

能
く
決
去
す
る
も
反
っ
て
徘
徊
す
（
陶
盆
斗
水
仍
下
漏
、
四
岸
久
雨
生
莓
苔
。
游
魚
撥
撥
不
盈
寸
、
泥
潛

日
炙
愁
暴
鰓
。
魚
誠
不
幸
此
跼
促
、
我
能
決
去
反
徘
徊
）
」
）。
否
定
的
言
辞
か
ら
詠
い
出
し
、
多
く
は
そ
の
小
さ
さ
を
肯
定
し
て
終
わ
る

盆
池
詩
の
系
譜
に
あ
っ
て
、
特
異
な
作
品
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

三
　「
門
外
の
江
濤 
雪
堆
と
湧
く
に
、
盆
を
埋
め 

沼
と
作
す
は
亦
た
何
ぞ
や
」　
―
―
南
宋
の
「
盆
池
」
詩

　
南
宋
期
の
盆
池
詩
に
、
韓
愈
や
北
宋
期
の
作
品
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
際
立
っ
た
特
徴
を
見
出
す
の
は
難
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
と

え
ば
陸
游
の
作
中
に
登
場
す
る
盆
池
は
「
埋
盆
池
瀲
灧
、
累
瓦
塔
崔
嵬
」（
「
老
境
二
首
」
其
一
、『
剣
南
詩
稿
』
巻
三
八
）、「
花
前
騎
竹

强
名
馬
、
階
下
埋
盆
便
作
池
」（
「
戲
遣
老
懷
」
五
首 
其
一
、
同
巻
六
五
）、「
老
翁
七
十
如
童
兒
、
置
書
不
觀
事
遊
嬉
。
園
中
壘
瓦
强
名
塔
、

庭
下
埋
盆
聊
作
池
」（
「
秋
晴
每
至
園
中
輒
抵
暮
戲
示
兒
子
」、
同
巻
三
〇
）
の
よ
う
に
、
韓
愈
の
語
を
巧
み
に
取
り
込
ん
で
自
ら
の
老
境

を
戯
画
的
に
描
く
際
の
道
具
立
て
の
一
つ
で
あ
り
、
ま
た
「
雨
は
疏
疏
た
る
響
き
を
送
り
、
風
は
細
細
た
る
紋
を
吹
く
。
猶
お
緑
萍
の
点

稀
な
る
も
、
已
に
小
魚
の
群
を
映
す
。
傍
ら
に
一
拳
石
有
り
、
又
生
ず
膚
寸
の
雲
。
我 

来
た
り
て
閑
と
し
て
影
を
照
ら
し
、
一
た
び
笑

い
て
綸
巾
を
整
う
（
雨
送
疏
疏
響
、
風
吹
細
細
紋
。
猶
稀
綠
萍
點
、
已
映
小
魚
群
。
傍
有
一
拳
石
、
又
生
膚
寸
雲
。
我
來
閑
照
影
、
一
笑

整
綸
巾
）
」（
「
盆
池
」、
同
巻
三
五
）
な
ど
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
自
己
を
投
影
す
る
鏡
と
し
て
描
か
れ
る
。
敢
え
て
言
え
ば
、
小
さ
な
世

界
に
自
足
し
、
大
き
な
世
界
と
の
つ
な
が
り
を
見
出
そ
う
と
は
し
な
い
こ
と
が
、
特
徴
と
言
え
る
だ
ろ
う
か
。
陸
游
に
は
他
に
も
「
門
外

の
江
濤 

雪
堆
と
湧
く
に
、
盆
を
埋
め 

沼
と
作
す
は
亦
た
何
ぞ
や
。
児
曹
は
解
せ
ず 
渠
の
翁
の
意
、
新
た
に
風
波
の
嶮
処
を
脱
し
来
る



九

「
盆
池
」
詩
の
変
容

を
（
門
外
江
濤
湧
雪
堆
、
埋
盆
作
沼
亦
何
哉
。
兒
曹
不
解
渠
翁
意
、
新
脱
風
波
嶮
處
來
）
」（
「
盆
池
」、
同
巻
一
）
と
述
べ
た
七
絶
が
あ

る
が
、
こ
の
中
で
詩
人
は
「
外
の
世
界
に
は
白
波
さ
か
ま
く
大
河
が
あ
る
と
い
う
の
に
、
ど
う
し
て
ち
っ
ぽ
け
な
盆
池
な
ど
作
る
の
か
」

と
不
思
議
が
る
子
ら
に
「
お
前
た
ち
に
老
翁
の
気
持
ち
は
わ
か
ら
ん
だ
ろ
う
。
私
が
や
っ
と
外
の
世
界
の
荒
波
を
か
い
く
ぐ
っ
て
、
こ
の

小
さ
な
池
に
平
安
を
見
出
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
」
と
答
え
て
い
る
。
盆
池
は
危
険
に
満
ち
た
江
湖
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
、
安
寧
の
場

所
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
陸
游
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
喻
良
能
「
盆
池
」（
『
香
山
集
』
巻
一
一
）
は
ま
た
こ
の
小
さ
な
世
界
を
次
の
よ
う
に
描
く
。「
方
池
を
小
鑿
し

て
醉
吟
に
供
す
、
纔
か
に
斗
水
を
添
う
る
に 

浪 

偏
え
に
深
し
。
心
を
瑩
く
に
未
だ
寒
泉
の
井
を
数
え
ず
、
目
を
明
ら
か
に
す
る
に
何
ぞ

寸
碧
の
岑
を
須
い
ん
。
樹
影
落
つ
る
時 

清
き
こ
と
玉
を
浸
す
が
ご
と
く
、
魚
鱗
動
く
処 

細
か
き
こ
と
金
を
浮
か
ぶ
る
が
ご
と
し
（
小
鑿

方
池
供
醉
吟
、
纔
添
斗
水
浪
偏
深
。
瑩
心
未
數
寒
泉
井
、
明
目
何
須
寸
碧
岑
。
樹
影
落
時
清
浸
玉
、
魚
鱗
動
處
細
浮
金
。
…
…
）
」。
心

を
瑩
き
、
目
の
曇
り
を
払
う
の
に
、
も
は
や
遠
い
山
水
は
必
要
も
な
い
。
水
に
浸
る
樹
影
を
碧
玉
と
見
せ
、
さ
ざ
波
に
き
ら
め
く
鱗
は
金

を
散
ら
し
た
か
に
も
見
え
る
こ
の
小
さ
な
世
界
の
美
が
あ
れ
ば
よ
い
の
だ
。
こ
こ
に
も
や
は
り
、
外
界
か
ら
隔
絶
さ
れ
閉
じ
た
世
界
に
内

向
し
、
自
足
す
る
さ
ま
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
ま
た
こ
の
時
期
の
「
盆
池
」
詩
に
、「
壺
中
の
天
」「
芥
子
、
須
弥
を
納
む
」
と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
指
摘
し
て
お
き

た
い
。
前
者
は
北
宋
末
か
ら
南
宋
に
か
け
て
の
詞
人
・
王
之
道
の
作
。「
苔
を
剜
り
て
古
鑑
を
得
、
湛
湛
た
り 

清
ら
か
に
し
て
渾
ら
ず
。

大
な
る
哉 

壷
中
の
天
、
俗
子
に
言
う
こ
と
勿
れ
。
誰
か
能
く
時
に
井
を
汲
み
、
兹 

老
瓦
の
盆
に
注
ぐ
。
従
容
た
る
鯈
を
観
ん
と
欲
し
て
、

海
を
横
る
鯤
を
羨
む
無
し
（
剜
苔
得
古
鑑
、
湛
湛
清
不
渾
。
大
哉
壺
中
天
、
勿
與
俗
子
言
。
誰
能
時
汲
井
、
注
兹
老
瓦
盆
。
欲
觀
從
容
鯈
、

無
羡
横
海
鯤
）
」（
「
盆
池
」、『
相
山
集
』
巻
一
）、
後
者
は
史
浩
の
「
時
晉
亨
、
小
軒
塊
石
の
盆
池
を
作
り
、
名
づ
け
て
趣
遠
と
曰
う
。
真

隠
居
士
、
之
を
賦
す
（
時
晉
亨
作
小
軒
塊
石
盆
池
名
曰
趣
遠
真
隠
居
士
賦
之
）
」（
『
鄮
峰
真
隠
漫
録
』
巻
一
）
に
み
え
る
表
現
で
「
片
石 

遠
山
の
意
、
寸
池 

滄
海
の
心
。
乃
ち
知
る 

一
芥
子
、
納
む
る
可
し 

須
彌
の
岑
（
…
片
石
遠
山
意
、
寸
池
滄
海
心
。
乃
知
一
芥
子
、
可

納
須
彌
岑
…
）
」
で
あ
る
。「
壺
中
の
天
」
は
、
注
２
に
記
し
た
よ
う
に
、
小
さ
な
壺
の
な
か
に
大
き
な
別
世
界
が
存
在
す
る
と
い
う
意
。
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ま
た
「
芥
子
、
須
彌
の
岑
を
納
む
」
は
も
と
『
維
摩
詰
経
』
不
思
議
品
に
み
え
る
こ
と
ば

）
13
（

で
、「
須
彌
」
は
仏
教
で
世
界
の
中
心
に
あ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
る
想
像
上
の
山
の
こ
と
。
小
さ
な
芥
子
粒
の
な
か
に
大
き
な
峰
が
納
ま
る
と
は
、
大
小
・
広
狭
を
融
通
無
碍
に
行
き
来

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
い
う
。

南
宋
期
の
作
品
と
し
て
最
後
に
や
や
長
く
な
る
が
王
十
朋
が
郡
斎
の
築
山
を
補
修
し
て
水
を
引
き
、
人
工
の
水
景
を
作
ら
せ
た
こ
と
を

詠
ん
だ
作
品
を
次
に
引
い
て
お
き
た
い

）
14
（

。

山
從
何
來
石
無
根
　
水
從
何
來
山
無
源
　
　
山
は
何
よ
り
来
る
　
石
に
根
無
し
、
水
は
何
よ
り
来
る
　
山
に
源
無
し

忽
然
幻
出
如
自
然
　
群
峯
崒
嵂
聲
潺
湲
　
　
忽
然
と
幻
出
し
て
自
ら
然
る
が
如
く
、
群
峯 

崒
嵂
と
し
て 

声 

潺
湲

石
工
貌
愚
性
機
巧
　
兩
手
頃
刻
成
陶
甄
　
　
石
工 

貌
は
愚
な
る
も
性
は
機
巧
、
両
手 

頃
刻
に
し
て
陶
甄
を
成
す

坐
移
野
景
到
城
郭
　
解
使
平
地
生
林
泉
　
　
坐

す
な
わ

ち
野
景
を
移
し
て
城
郭
に
到
し
、
解
く
平
地
を
し
て
林
泉
を
生
ぜ
し
む

香
爐
瀑
布
名
天
下
　
雁
蕩
龍
湫
更
蕭
洒
　
　
香
爐
の
瀑
布 

天
下
に
名
だ
た
り
、
雁
蕩
の
龍
湫 

更
に
蕭
洒

名
山
不
見
典
型
存
　
得
趣
何
須
論
真
假
　
　
名
山
見
え
ざ
る
も 

典
型
存
す
、
趣
を
得
れ
ば
　
何
ぞ
真
仮
を
論
ず
る
を
須
い
ん

君
不
見
晉
公
元
勳
兼
盛
德
　
　
　
　
　
　
　
君
見
ず
や 

晋
公
元
勳 

盛
徳
を
兼
ね

綠
野
堂
前
羅
澗
石
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
緑
野
堂
前 

澗
石
を
羅
ぬ
る
を

又
不
見
行
行
正
直
韓
退
之
　
　
　
　
　
　
　
又
た
見
ず
や 

行
行
正
直
な
る
韓
退
之

汲
井
埋
盆
成
小
池
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
を
汲
み
盆
を
埋
め
て
小
池
を
成
す
を

二
公
胸
中
有
佳
致
　
澗
石
盆
池
聊
自
戲
　
　
二
公
の
胸
中 
佳
致
有
り
、
澗
石 

盆
池 

聊
か
自
ら
戯
す

世
間
萬
事
皆
戲
耳
　
何
止
茲
山
與
茲
水
　
　
世
間
の
万
事 

皆 
戯
な
る
の
み
、
何
ぞ
茲
の
山
と
茲
の
水
と
に
止
ま
ら
ん

　
一
種
の
芸
術
論
と
も
読
め
る
こ
の
作
品
の
な
か
で
、
詩
人
は
自
ら
石
工
に
命
じ
て
作
ら
せ
た
人
工
の
山
景
水
景
を
、
虚
空
か
ら
現
れ
出

て
山
野
の
景
を
城
郭
に
移
し
、
平
地
に
野
の
泉
さ
え
生
み
出
し
た
よ
う
だ
と
評
し
、
廬
山
の
香
爐
峰
や
雁
蕩
山
の
龍
湫
な
ど
天
下
に
名
だ

た
る
名
山
名
水
が
無
く
と
も
、
そ
こ
に
は
そ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
が
存
在
す
る
（
「
名
山
見
え
ざ
る
も 

典
型
存
す
」
）、
そ
の
興
趣
を
捉
え
れ
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「
盆
池
」
詩
の
変
容

ば
も
は
や
真
偽
す
ら
問
題
で
は
な
い
（
「
趣
を
得
れ
ば
　
何
ぞ
真
仮
を
論
ず
る
を
須
い
ん
」
）
と
自
賛
す
る
。
さ
ら
に
、
唐
の
裴
度
が
緑

野
堂
に
設
け
た
築
山
、
韓
愈
の
盆
池
を
俎
上
に
載
せ
、
そ
れ
ら
全
て
は
作
り
手
が
も
つ
す
ぐ
れ
た
胸
襟
、「
胸
中
の
佳
致
」
が
生
み
出
し

た
も
の
と
断
言
す
る
。「
盆
池
」
は
こ
こ
で
、
外
界
の
天
地
か
ら
自
律
し
た
、
詩
人
の
こ
こ
ろ
の
産
物
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

四
　「
九
雲
夢
」
と
「
百
東
坡
」　
元
・
劉
因
の
「
盆
池
」

元
代
に
お
い
て
学
問
と
詩
文
を
兼
備
し
た
存
在
の
筆
頭
に
数
え
ら
れ
る
劉
因
に
は
「
盆
池
」
と
題
し
た
作
品
が
三
首
あ
る
。
以
下
は
そ

の
う
ち
の
一
首
で
あ
る(
『
静
修
先
生
文
集
』
巻
八)

。

自
慙
眼
孔
一
盆
多
　
奈
此
無
邊
風
月
何
　
　
自
ら
愧
ず 

眼
孔 

一
盆
の
多
き
を
、
此
の
無
辺
の
風
月
を
奈
何
せ
ん

莫
道
渾
非
九
雲
夢
　
不
妨
能
著
百
東
坡
　
　
道
う
莫
か
れ 

渾
て
九
雲
夢
に
非
ず
と
、
妨
げ
ず 

能
く
百
東
坡
を
著
く
を

斡
旋
在
手
天
隨
轉
　
虚
靜
如
心
景
自
過
　
　
斡
旋 

手
に
在
り
て 

天 

随
い
て
転
じ
、
虚
静 

心
の
如
く 

景 

自
ず
と
過
ぎ
る

誰
弄
扁
舟
詫
呉
越
　
爲
言
吾
老
怯
風
波
　
　
誰
か
扁
舟
を
弄
し
て
呉
越
に
詫
ら
ん
、
為
に
言
う 

吾 

老
い
て 

風
波
を
怯
る
と

小
さ
な
盆
ほ
ど
の
私
の
見
識
で
、
広
大
無
辺
の
自
然
の
美
を
ど
う
し
て
捉
え
得
よ
う
。
雲
夢
沢
を
九
つ
も
あ
わ
せ
た
ほ
ど
の
大
き
さ
は

な
い
が
、
そ
の
内
に
百
の
東
坡
を
容
れ
る
こ
と
も
で
き
る
。
造
化
の
運
行
を
手
中
に
収
め
れ
ば
、
天
も
そ
の
内
を
め
ぐ
り
、
静
か
な
水
面

の
如
き
心
は
あ
ら
ゆ
る
景
を
映
し
出
す
。
な
れ
ば
ど
う
し
て
小
舟
に
乗
っ
て
広
い
世
界
に
漕
ぎ
出
す
必
要
な
ど
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
私
は

「
年
寄
り
は
世
間
の
荒
波
が
怖
く
て
ね
」
な
ど
と
言
っ
て
み
せ
る
の
だ
。

　
冒
頭
、
作
者
は
巧
み
に
「
盆
」
の
一
字
を
引
き
出
し
な
が
ら
、
盆
池
の
小
さ
な
世
界
と
、
己
の
小
さ
な
見
識
と
を
重
ね
て
み
せ
る
。「
眼

孔 

一
盆
の
多
き
」
は
、
詩
人
の
見
識
の
小
さ
さ
を
自
嘲
的
に
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
盆
池
の
微
小
さ
の
謂
い
で
も
あ
ろ
う
。

「
清
泉
一
眼
」「
一
眼
の
井
」
な
ど
の
語
が
示
す
よ
う
に
、「
眼
」
は
泉
や
井
戸
を
数
え
る
量
詞
で
も
あ
り
、
鏡
の
機
能
を
も
つ
盆
池
も
ま
た
、

周
囲
の
景
を
写
し
取
る
と
い
う
意
味
で
地
に
開
か
れ
た
小
さ
な
眼
な
の
だ
か
ら
。
こ
の
小
さ
な
盆
池
に
「
無
辺
の
風
月
」
を
ど
う
し
て
容

れ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
、
詩
人
た
る
自
分
は
こ
の
小
さ
な
見
識
で
、
広
大
無
辺
の
自
然
の
美
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
得
る
と
い
う
の
だ
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ろ
う
、
と
二
句
目
は
続
く
。「
無
辺
の
風
月
」
は
、
あ
ま
り
に
も
有
名
な
蘇
軾
の
こ
と
ば
「
惟
だ
江
上
の
清
風
と
、
山
間
の
明
月
と
は
…

之
を
取
る
も
禁
ず
る
無
く
、
之
を
用
う
る
も
竭
き
ず
。
是
れ
造
物
者
の
無
尽
蔵
な
り
（
惟
江
上
清
風
與
山
間
之
明
月
…
取
之
無
禁
、
用
之

上
竭
。 

是
造
物
者
之
無
尽
蔵
也
）
」（
「
赤
壁
賦
」、『
東
坡
集
』
巻
一
九
）
を
踏
ま
え
た
も
の
。
劉
因
に
は
ま
た
「
天
は
勝
境
を
教
て
詩
敵

と
為
ら
し
む
、
未
だ
幽
人
の
穏
や
か
に
関
を
閉
ざ
す
を
許
さ
ず
（
天
教
勝
堺
爲
詩
敵
、
未
許
幽
人
穏
閉
關
）
」（
「
秋
郊
」、『
静
修
先
生
文

集
』
巻
九
）
の
詩
句
が
あ
り
、
こ
の
冒
頭
二
句
と
響
き
合
う
。
天
地
の
佳
景
（
＝
勝
境
、
無
辺
の
風
月
）
は
、
詩
人
に
と
っ
て
格
好
の
素

材
で
あ
る
以
上
に
、
そ
の
認
識
と
こ
と
ば
を
以
て
挑
む
相
手
、
粗
雑
な
認
識
や
安
易
な
物
言
い
を
そ
の
美
を
も
っ
て
拒
む
「
詩
の
敵
」
で

あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
同
時
に
こ
の
二
句
は
、
唐
代
以
降
の
「
盆
池
」
詩
が
当
然
の
よ
う
に
詠
い
継
い
で
き
た
も
の
「
小
さ
な
盆
池
が
広

大
な
天
を
映
し
出
す
」
と
い
う
テ
ー
ゼ
に
反
問
し
て
み
せ
る
。「
小
さ
な
盆
池
に
ど
う
し
て
天
＝
世
界
を
映
す
こ
と
が
で
き
る
の
だ
」
と
。

続
く
四
句
は
、
そ
の
自
問
に
対
す
る
答
え
で
あ
る
。
三
句
目
の
「
雲
夢
」
は
雲
夢
沢
と
呼
ば
れ
た
大
湖
沼
地
帯
の
名
。
ま
た
四
句
目
の
「
東

坡
」
は
無
論
、
北
宋
の
詩
人
、
蘇
軾
を
指
す
。「
九
雲
夢
」
は
蘇
軾
に
「
如
今
惟
有
談
天
口
、
雲
夢
胸
中
吞
八
九
」(

「
贈
李
兕
彥
威
秀
才
」、『
蘇

軾
詩
集
合
注
』
巻
四
三)

な
ど
の
用
例
が
あ
る
ほ
か
、
陸
游
の
「
已
吞
八
九
雲
夢
澤
，
更
著
百
億
須
彌
山
」(

「
道
室
雜
詠
六
首 

其
六
」、『
剣

南
詩
稿
』
巻
五
七)

、
喻
良
能
の
「
胸
中
似
有
九
雲
夢
、
筆
下
倒
傾
三
峽
流
」(

「
司
戶
李
巖
詹
和
予
廬
山
詩
二
十
一
篇
作
詩
爲
謝
」、『
香
山
集
』

巻
九)

な
ど
が
示
す
通
り
、「
胸
中
」
の
広
大
さ
を
示
す
こ
と
ば
で
あ
る
。
四
句
目
の
「
百
東
坡
」
が
踏
ま
え
る
の
も
同
様
に
蘇
軾
の
「
潁

に
泛
ぶ(

泛
潁)

」(

『
合
注
』
巻
三
四)

の
一
節
。
潁
水
に
舟
を
浮
か
べ
、
飽
く
事
な
く
水
を
俯
瞰
す
る
詩
人
は
、
あ
る
と
き
水
に
映
っ
た

自
身
の
す
が
た
を
み
て
こ
う
詠
う
。「
画
船 

明
鏡
に
俯
し
、
笑
い
問
う 

汝 

誰
と
か
為
す
と
。
忽
然
と
し
て
鱗
甲
生
じ
、
我
が
鬚
と
眉
と

を
乱
す
。
散
じ
て
百
東
坡
と
為
り
、
頃
刻 

復
た
茲
に
在
り
（
畫
船
俯
明
鏡
、
笑
問
汝
為
誰
。
忽
然
生
鱗
甲
、
亂
我
鬚
與
眉
。
散
爲
百
東
坡
、

頃
刻
復
在
茲
）
」
―
―
私
は
船
に
乗
り
、
鏡
の
よ
う
な
水
面
を
の
ぞ
き
こ
ん
で
、
水
に
映
る
我
が
姿
に
向
か
っ
て
「
汝
は
誰
か
」
と
問
う

て
み
た
。
す
る
と
静
か
な
水
面
に
う
ろ
こ
の
よ
う
な
さ
ざ
波
が
立
ち
、
我
が
鬚
眉
を
か
き
乱
し
、
我
が
姿
は
無
数
に
散
ら
ば
る
影
「
百
の

東
坡
」
と
な
っ
た
が
、
か
と
思
う
と
ま
た
波
は
静
ま
り
元
の
姿
に
戻
っ
た
。
劉
因
は
こ
れ
ら
の
語
を
対
句
に
用
い
、
こ
の
盆
池
、
そ
し
て

わ
が
胸
襟
は
、「
九
つ
の
雲
夢
」
を
容
れ
る
ほ
ど
の
大
き
さ
で
は
な
い
が
、「
百
の
東
坡
」
を
容
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
述
べ
た
。「
百



一
三

「
盆
池
」
詩
の
変
容

の
東
坡
」
は
、
表
向
き
は
さ
ざ
波
に
散
ら
ば
る
無
数
の
影
の
意
で
あ
る
が
、
小
さ
な
世
界
が
内
包
す
る
無
限
の
変
化
を
含
意
す
る
。
ま
た
、

こ
と
ば
そ
の
ま
ま
に
、
百
人
の
蘇
東
坡
、
ひ
い
て
は
百
も
の
詩
人
が
紡
ぎ
だ
す
無
限
の
詩
想
の
意
味
と
も
と
れ
よ
う
。「
百
の
東
坡
」
を

容
れ
る
小
さ
な
盆
池
（
＝
詩
人
の
胸
襟
）
は
、
実
は
「
九
つ
の
雲
夢
」
よ
り
も
更
に
大
き
な
も
の
な
の
で
あ
る
。
そ
の
盆
池
は
天
地
の
運

行
を
掌
ほ
ど
の
小
さ
な
世
界
に
捉
え
、
天
も
そ
の
内
を
め
ぐ
り
、
そ
の
水
面
が
鏡
の
よ
う
に
静
ま
る
と
き
、
人
の
心
の
如
く
、
あ
ら
ゆ
る

景
を
写
し
取
っ
て
ゆ
く
。
五
・
六
句
は
そ
れ
ぞ
れ
「
手
」
と
「
心
」
の
語
を
用
い
る
こ
と
で
、
再
び
詩
人
の
こ
と
ば
と
胸
襟
を
暗
示
す
る
。

無
限
を
内
包
す
る
こ
の
小
さ
な
世
界
を
出
て
、
ど
う
し
て
外
の
世
界
に
漕
ぎ
出
す
必
要
が
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
自
分
は
「
外
の
荒
波
は
き
つ

く
て
ね
」
な
ど
と
年
寄
り
ぶ
っ
て
み
せ
る
の
だ
、
と
か
す
か
な
諧
謔
味
を
残
し
て
詩
は
終
わ
る
。
先
に
挙
げ
た
王
十
朋
の
作
品
の
な
か
で

「
盆
池
」
は
、
詩
人
の
す
ぐ
れ
た
胸
襟
が
産
み
出
し
た
も
の
と
さ
れ
た
が
、
こ
こ
で
は
詩
人
と
「
盆
池
」
は
、
外
界
の
す
が
た
を
そ
の
内

に
と
ら
え
、
像
と
し
て
、
ま
た
こ
と
ば
と
し
て
映
し
出
し
、
描
き
出
す
と
い
う
点
に
お
い
て
、
一
体
の
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

結
び

　「
盆
池
」
詩
は
、
韓
愈
の
「
盆
池
」
五
首
に
代
表
さ
れ
る
初
期
の
作
品
か
ら
、
元
・
劉
因
に
至
る
ま
で
、
ほ
ぼ
一
貫
し
て
「
小
さ
な
世

界
の
大
き
さ
」
を
称
揚
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
一
見
同
質
の
も
の
に
み
え
る
そ
の
「
大
き
さ
」
の
在
り
方
は
、
時
代
に
よ
り
変
容

し
て
い
っ
た
よ
う
に
思
う
。
唐
代
の
「
盆
池
」
詩
に
と
っ
て
、
そ
の
大
き
さ
は
「
天
を
映
す
」
こ
と
、
月
を
浮
か
べ
、
星
を
泳
が
せ
る
こ

と
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
小
さ
く
閉
じ
ら
れ
た
人
工
の
池
沼
は
、
外
界
と
の
有
機
的
な
つ
な
が
り
と
、
時
間
的
空
間

的
な
広
が
り
、
奥
行
き
を
獲
得
す
る
存
在
と
な
っ
た
。
北
宋
期
の
「
盆
池
」
詩
は
、
盆
池
そ
の
も
の
を
描
く
こ
と
か
ら
、
盆
池
と
そ
の
小

さ
さ
を
契
機
と
し
て
自
ら
の
処
世
に
お
け
る
在
り
方
を
問
う
も
の
と
な
り
、
そ
の
大
き
さ
も
ま
た
、
外
界
の
天
地
の
エ
ッ
セ
ン
ス
「
万
里

の
心
」
や
「
江
海
の
趣
」
を
体
現
す
る
こ
と
に
由
来
す
る
も
の
と
な
っ
て
行
く
。
更
に
南
宋
以
降
、
盆
池
の
世
界
の
も
つ
大
き
な
広
が
り

は
、
外
界
へ
で
は
な
く
、
内
側
へ
と
向
か
う
よ
う
に
み
え
る
。
小
さ
な
盆
池
の
「
大
き
さ
」
の
本
質
を
語
る
こ
と
ば
が
、
先
に
挙
げ
た
「
江
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四

お
茶
の
水
女
子
大
学
中
国
文
学
会
報
　
第
三
十
五
号

海
の
趣
」
の
よ
う
な
外
向
き
の
ベ
ク
ト
ル
を
も
つ
も
の
か
ら
、「
壺
中
の
天
」「
芥
子
、
須
彌
の
岑
を
納
む
」
と
い
っ
た
内
へ
の
広
が
り
を

示
す
表
現
へ
と
移
る
の
も
、
そ
う
し
た
変
化
を
示
唆
す
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
更
に
い
え
ば
、
元
・
劉
因
が
、
盆
池
に
「
広
大
無

辺
の
自
然
の
美
を
と
ら
え
る
詩
人
の
こ
こ
ろ
」
を
仮
託
し
た
こ
と
に
よ
り
、
外
な
る
世
界
と
内
な
る
世
界
の
境
界
は
消
失
し
、
一
つ
の
も

の
と
な
っ
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
、
内
へ
と
広
が
る
こ
と
で
、
盆
池
は
、
有
限
の
大
を
超
え
た
無
限
の
小
と
い
う
べ
き

も
の
、
無
数
の
変
化
を
内
包
す
る
も
の
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
水
面
に
散
ら
ば
る
「
百
の
東
坡
」
が
そ
の
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
よ

う
に
思
う
。

注
（
１
）　
唐
・
浩
虚
舟
「
盆
池
賦
」「
環
纖
草
以
彌
澈
、泛
流
萍
而
更
碧
。
沙
洲
連
一
畝
之
地
、山
翠
接
如
拳
之
石

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

」（『
全
唐
文
』
巻
六
二
四
、傍
点
筆
者
）。

（
２
）　
王
毅
『
園
林
與
中
国
文
化
』（
上
海
人
民
出
版
社
　
一
九
九
〇
）
第
一
篇
第
二
節
参
照
。「
壺
中
天
」
と
は
『
後
漢
書
』
巻
二
八
方
術
列
伝

に
も
と
づ
く
こ
と
ば
。
市
場
の
役
人
で
あ
っ
た
費
長
房
が
、
薬
売
り
に
身
を
や
つ
し
た
仙
人
が
市
が
終
わ
る
と
店
頭
に
吊
る
し
た
壺
の
中
に
跳

び
入
る
の
を
見
て
、
あ
と
を
つ
い
て
壺
に
入
る
と
、
そ
こ
に
は
酒
や
ご
ち
そ
う
が
な
ら
ぶ
別
世
界
が
あ
つ
た
と
い
う
故
事
に
由
来
す
る
。
一
般

的
に
は
理
想
郷
・
仙
界
の
意
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

（
３
）　「
官
舍
內
新
鑿
小
池
」「
小
池
」
二
首
（『
全
唐
詩
』
巻
四
三
〇
）、「
過
駱
山
人
野
居
小
池
」（
同
巻
四
三
一
）
な
ど
。
ま
た
、
白
居
易
の
小

池
詩
に
つ
い
て
は
先
行
研
究
と
し
て
赤
井
益
久
「
白
詩
風
景
考
」（『
中
唐
詩
壇
の
研
究
』、
創
文
社
、
二
〇
〇
四
）
が
あ
り
王
毅
氏
の
指
摘
す
る

「
壺
中
天
」
の
思
考
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

（
４
）　
銭
徽
・
韓
愈
の
唱
和
詩
お
よ
び
『
盆
詩
』
五
首
は
『
韓
昌
黎
詩
繋
年
集
釋
』
巻
九
、
王
建
詩
は
『
全
唐
詩
』
巻
二
九
七
所
収
。
唱
和
詩
の

繋
年
に
つ
い
て
は
丸
山
茂
「
白
詩
交
遊
録
―
銭
徽
―(

下)

」（『
日
本
大
学
文
理
学
部
人
文
科
学
研
究
所
研
究
紀
要
』　
六
二
号
　
二
〇
〇
一
）

に
引
用
さ
れ
る
遅
乃
鵬
氏
の
説
を
参
照
。「
盆
池
」
五
首
に
つ
い
て
孫
昌
武
氏
は
「
制
作
年
は
定
か
で
な
い
が
暫
く
旧
本
に
従
っ
て
元
和
十
年
に

置
く
」
と
す
る
（『
韓
愈
選
集
』　
上
海
古
籍
　
一
九
九
六
）。



一
五

「
盆
池
」
詩
の
変
容

（
５
）　
清
水
茂
注
『
韓
愈
』（
岩
波
書
店
、
岩
波
中
国
詩
人
選
集
一
集
⑪
、
一
九
五
八
）
所
収
の
年
譜
参
照
。

（
６
）　
紙
幅
の
関
係
で
言
及
で
き
な
か
っ
た
が
、
其
一
に
関
し
て
は
、S

teph
en
 O
w
en
, T
he E

n
d of the C

hin
ese M

iddle A
ges, 

S
tan
ford U

n
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に
興
味
深
い
論
考
が
あ
る
。

（
７
）　
川
合
康
三
『
新
編 

中
国
名
詩
選
（
中
）』（
岩
波
文
庫
　
二
〇
一
五
）
参
照
。

（
８
）　
蛙
は
姿
形
で
雌
雄
の
区
別
が
つ
か
な
い
が
、主
に
雄
が
鳴
嚢
を
持
ち
、声
を
あ
げ
て
鳴
く
。後
半
二
句
は
こ
れ
を
踏
ま
え
て
の
表
現
と
解
し
た
。

（
９
）　
久
保
天
隨
訳
解
『
韓
昌
黎
集
』
巻
九
（
続
国
訳
漢
文
大
成
、
国
民
文
庫
刊
行
会
　
一
九
二
八
）
の
指
摘
に
よ
る
。

（
10
）　
こ
の
他
、類
似
の
表
現
を
も
つ
作
品
と
し
て
「
移
得
龍
泓
瀲
灩
寒
、月
輪
初
下
白
雲
端
…
」（
陸
龜
蒙(

「
移
石
盆
」、『
全
唐
詩
』
巻
六
二
八
）、「
圓

內
陶
化
功
、
外
絕
眾
流
通
。
別
疑
天
在
地
、
長
對
月
當
空
…
」（
五
代
前
蜀
・
張
蠙
「
盆
池
」、
同
巻
七
〇
二
）
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
11
）　
こ
れ
に
先
立
つ
作
品
に
王
禹
偁
の
「
與
方
演
寺
丞
覓
盆
池
」（『
小
畜
外
集
』
巻
七
）
が
あ
る
が
、
こ
の
作
品
は
「
涵
星
泳
月
無
池
沼
、
請

致
泓
澄
數
斛
盆
」
の
表
現
に
見
て
取
れ
る
よ
う
に
、
基
本
的
に
は
唐
代
の
「
盆
池
」
詩
の
性
格
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
12
）　
作
品
の
解
釈
に
つ
い
て
は
李
之
亮
箋
注
『
欧
陽
脩
編
年
箋
注
』（
巴
蜀
書
社
、
二
〇
〇
七
）
を
参
照
し
た
。

（
13
）　『
維
摩
詰
経
』
不
思
議
品
「
以
須
彌
之
高
広
内
芥
子
中
、
無
所
増
減
」。

（
14
）　「
郡
齋
舊
有
假
山
、
暇
日
命
工
葺
之
取
石
之
嵌
者
、
繂
置
山
頂
、
汲
水
筩
竹
、
引
而
激
自
頂
而
下
、
有
懸
崖
飛
瀑
之
状
、
予
既
以
蕭
洒
名
齋
、

因
鎸
二
字
于
石
、
戲
成
古
風
」（『
梅
渓
王
先
生
文
集
後
集
』
巻
九
）。


